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１．はじめに 

中国では、毎年 7月から 9月にかけて、台風や洪水による被害が集中的に発生する傾向にあり

ます。本稿では、2013年に発生した台風を概観したうえで、主要都市における台風の特徴と、

企業が行うべき風水災対策の要点について解説します。 

 

２．2013年の台風概況  

2013年において、台風は太平洋の北西区域と南シナ海に合計 31個発生し、1951年～2012年ま

での平均発生個数より 5.5個多く発生しました。その内、中国に上陸した台風は合計 9個(参照：

表 1)で、風力が 12級1以上の非常に強い台風は 5個でした。また、台風の上陸地点は全て華南

地区沿岸部でした。台風による被害は、年間で死亡者 199名、行方不明者 67名、直接的な経済

損失額は 1,200億元でした。なお、中国気象局気候センターによれば、2013年に台風が多く発

生した原因は、主に海水温度の上昇により大気の循環が活発化したためとのことです。 

 

＜表 1：2013年に上陸した台風の概要＞ 

         

出典：中国天気サイト 

 

                                                   
1 中国において風力は級数で示され、数字が大きいほど風力は強い。なお、12級は風速 33～37 m/ secである。 

名称 
上陸状況 

被災地域 
上陸日付 上陸場所 風力 

バビンカ 2013年 6月 22日 海南省 10 広東省、広西省 

ルンビア 2013年 7 月 2 日 広東省 13 広東省 

ソーリック 2013年 7月 13日 台湾省 12 福建省、浙江省 

シマロン 2013年 7月 18日 福建省 10 福建省、広東省 

チェービー 2013年 8 月 2 日 海南省 9 広東省、広西省 

チャーミー 2013年 8月 22日 福建省 12 福建省 

コンレイ 2013年 8月 26日 福建省 10 浙江省、福建省 

ウサギ 2013年 9月 22日 広東省 16 浙江省、福建省 

フィートウ 2013年 10月 7日 福建省 14 福建省、浙江省 
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３．主要都市（沿岸部）における台風の特徴 
(1)上海市 

①台風のルートについて 

上海地区に影響をもたらす台風は、①主に上海に上陸するルート、②上海市東方の海上を通

過するルート、③浙江省に上陸するルート、④浙江省西部から北東に進み上海を直撃するル

ートが多くなっています（参照：図 1）。 

   

＜図 1：上海地区に接近する台風のルート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：上海地区台風状況分析研究 

 

②洪水リスクについて 

上海は長江河口の低地帯に位置し、歴史的に河川の氾濫に幾度となく見舞われてきた地域で

す。最近は、都市化に伴う大規模なヒートアイランド現象が発生しており、これを原因とし

た集中豪雨が多くなっているといわれています。また、上海市内の排水システムは老朽化に

より排水効率が低下してきており、特に古くから排水システムが整備されてきた上海市中心

部においては排水能力が十分ではありません。上海市の排水能力の設計基準は、通常の地区

で 36㎜/h、重点地区で 49.6～56.3㎜/hですが、上海市全体の平均排水能力は 32.6㎜/hに

過ぎません。区ごとの氾濫発生リスクは、楊浦区、長寧区、虹口区が最も高く、続いて徐滙

区、普陀区、閘北区、最もリスクが低い地域は静安区、黄埔区、盧湾区です。 

 

(2)浙江省 

①台風上陸の時期について 

1949～2009年の 61年間で、浙江省に上陸した台風は 40個、年平均で 0.66個、7～9月の期

間に集中しており、合計 37個、全体の 92.5％の台風が当該期間に上陸しました（参照：表 2）。 

 

   ＜表 2：1949年～2009年における月別台風上陸数（浙江省）＞ 

 

 

 

 

 

 

出典：1949-2009年浙江省に上陸または影響を及ぼす台風の分析 
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出典：1949-2009年浙江省に上陸または影響を及ぼす台風の分析 

＜図 2：浙江省に接近する台風のルート＞ 

②台風のルートについて 

1949～2009年の間で浙江省に影響を与えた台風は 314個で、進行経路は 5つに分類されま

す（参照：図 2）。Ⅰ型の台風の経路は、経度 125°から 140°をカーブして進行します。Ⅱ

型の経路は、経度 125°より西側をカーブして進行します。Ⅲ型の経路は、浙江省・江蘇省・

上海へ上陸または付近の海上で消滅します。Ⅳ型の経路は、福建省を通過或いは台湾海峡で

消滅します。Ⅴ型の経路は、広東省、海南島を進みますが、主には広東省に上陸します。 

 

 

(3)広東省 

①台風襲来の時期について 

台風が広東省に上陸または影響を

与える時期は 4～12月の 9ヶ月間で、

その内 7～9月がピークとなっていま

す。1949～2009年の 61年間で、7～9

月に上陸した台風の数は全体の

68.3％を占めています。 

 

 

 

②台風のルートについて 

広東省に影響を与える台風の進行経路は 4つに分類されます（参照：図 3）。経路①は、広

東省西部沿岸に上陸します。経路②は、珠江デルタ付近に上陸します。経路③は広東省東部

の沿岸に上陸した後、北西へ移動します。経路④は広東省東部の沿岸に上陸した後、北へ移

動します。 

 

  ＜図 3：広東省に接近する台風のルート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広東省の台風災害リスクと対策研究 

 

 

Ⅰ型 Ⅱ型 
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４．台風への対策／対応 

台風への対策／対応は、（１）平常時の対策（ソフト面の対策、ハード面の対策）、（２）台風

の襲来が予想される場合の対策、（３）台風襲来後の対応、に分けて考えることができます。 

 

(1)平常時の対策 

①ソフト面の対策 

平常時から、台風による被害を軽減するための対応組織（緊急対策組織）と役割を明確化し

ておきます。 

 

    ＜緊急対策組織の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜緊急時における各組織の役割の例＞ 

  ・総経理：風水災への対応方針等の最終判断 

  ・対策責任者：各班への指示、各班の実施事項の調整、各班からの情報集約 

・情報班：天候に関する情報の収集と共有、従業員への指示・連絡 

・巡回班：建物や設備等の被害有無の確認、地面の積水状況の確認 

・資材班：各種防災資機材の手配と配備（参照：表 3） 

・救護班：各種救急用品の手配と配備、負傷者の救護活動 

・避難班：従業員の避難誘導、構内交通規制 

 

  ＜表 3：防災資機材等の例＞ 

□ 土嚢・砂袋 

□ 防潮板 

□ 防水シート 

□ ベニヤ板・木材 

□ 排水ポンプ 

□ 発電機 

□ 発電機燃料 

□ ガムテープ 

□ スチールたわし、工具類 

□ 作業用手袋、長靴 

□ スコップ、斧 

□ 懐中電灯、ライト 

□ 拡声器 

□ 携帯用無線機 

□ 携帯電話 

□ トランシーバー 

□ トランジスタラジオ 

□ 上記設備用の電池 

□ ろうそく、マッチ 

□ 従業員名簿、連絡簿 

□ ヘルメット 

□ ゴムボート 

□ 自転車 

□ 担架 

□ 毛布 

□ 応急医薬品 

□ 非常食、ビスケット 

□ 飲料水 

□ 救命胴衣 

□ 雨ガッパ 

□ ケーブル、ロープ 

□ バケツ、モップ 

□ 梯子 

□ リュックサック 

□ 運搬用台車 

   

対策責任者 

情報班 

巡回班 

資材班 

救護班 

避難班 避難誘導 

資材手配 

現場救護 

建物検査 

報告連絡 

総経理 
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②ハード面の対策 

平常時から、以下のようなポイントに留意し、風水災への対策を行っておきます。 

（ⅰ）建物基礎、外壁 

・地面の嵩上げ、通気口等の高所への移設 

・亀裂等のある外壁の補修、鋼鈑屋根の固定の強化（ネジの数量） 

（ⅱ）排水溝 

・排水口の清掃 

・防水板の準備（構外からの逆流防止） 

（ⅲ）非常電源 

・予備電源の定期的な稼動確認 

・予備電源の燃料確保 

（ⅳ）地階 

・外部に繋がる通気孔や配管孔等の洗い出しと外部からの浸水防止対策 

・地階に繋がる全開口部に設置するための土嚢の準備 

（ⅴ）その他 

・コンピュータルーム等の 2階への移設 

・バックアップデータの 2階への保管 

 

(2)台風の襲来が予想される場合の対策 

天気予報等で台風の襲来が予想される場合、被害を軽減するための各種措置を実施します（参

照：表 4）。なお、各種措置の実施主体を平常時から明確にしておきます。 

 

＜表 4：台風の襲来が予想される場合の対策＞ 

場所 内容 Check  
建
物
等 

屋根 
損壊部分（亀裂、穴等）の有無、キャノピーの固定具合の確認   

石板等の屋根の固定具合，軒の固定部品の緩みの確認   

外壁 外壁の亀裂・破損・膨張・はがれ等の有無。フレームの固定の緩みの確認   

開口部分 
施錠の有無   

ガラスの破損・亀裂の有無、包装用テープによる保護強化   

シャッター 地面との隙間をなくす、砂袋での防護   

周辺 

アンテナ、竿等の補強   

物品等の結束   

樹木の固定    
 

貨
物
（在
庫
）等 

屋
内 

防護シートの準備   

屋内貨物のカバーの設置   

避難出口、窓の確保、荷物の２階への移動   

屋内へ続く排水管の下方に設置された重要設備・貨物の移動   

屋
外 

屋外にある物品の屋内への移動    

防水カバーによる密封管理、地面への固定   

排水等 
排水ポンプの設置及び稼働確認 

 
建物周辺及び屋根の排水溝の詰り、清掃等の実施   

その他 
緊急時の通信設備の稼働確認   

人員・物品の状況により必要な医療品・緊急用の修復材・器具等の整備   
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(3)台風襲来後の対応 

①被害状況の確認と各種応急処置の実施 

構内を点検し、建物・生産設備・電力設備・危険品・通信施設・原材料等に関する被害の状

況や、汚染・漏洩・浸水等の状況を確認します。そのうえで、各種の応急処置（二次災害の

防止措置／被害拡大の防止策）を行います（参照：表 5）。また、応急措置がスムーズにでき

るよう、平常時から各種資材を準備しておくことも重要です（参照：表 6）。 

 

＜表 5：各種の応急処置の例＞ 

1 溜まった水の排水、濡れた在庫等の乾燥、換気の実施 

2 動力設備の点検と再稼動 

3 汚染した設備・原材料の洗浄 

4 警備強化（盗難防止） 

5 消防システム（スプリンクラーシステム）等の検査、および消防用水の供給確保 

 

＜表 6：応急処置等に要する資材リスト＞ 

復旧作業 安全・衛星管理 

 排水ポンプ（動力源も準備） 

 各種工具 

 洗浄用水（蒸留水等） 

 雑巾、ウェス 

 バケツ、モップ 

 ブラシ、スポンジ 

 高圧洗浄機 

 中性洗剤 

 錆止め、防腐剤 

 潤滑油 

 扇風機、送風機 

 懐中電灯、非常用照明 

 拡声器 

 保護用具（ヘルメット、安全靴、長靴、マス

ク、ゴーグル、安全ベルト、グローブ、耳栓

など） 

 救急用品（担架、毛布） 

 応急用医薬品 

 消毒液・石鹸 

 ヘアドライヤー 

 延長コンセント 

 運搬用台車 

 

②関係先との連絡・情報共有 

被災後はすぐに社内外関係者と連絡をとり、会社の被災状況及び今後の復旧計画などを報告

します。 

 

③重要業務の復旧・継続 

重要業務の遂行に必要なリソースの被害状況を整理します。リソースが被害を受け、使用不

可能な場合は、代替的な手段で業務を再開できないかを検討・実行するとともに、当該リソ

ースの復旧に着手します。 

 

④その他の対応 

洪水後は、残留した細菌やウィルス等の繁殖や伝染により、伝染病や食中毒の危険性が増加

します。被災後の衛生管理を強化し、二次災害の発生を防止してください。 
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５．おわりに 

本稿で見てきたように、中国では台風により毎年大きな被害が出ています。今年 7月には、台

風 10 号「マットゥモ」が広東省から上海にかけて暴風や大雨をもたらし、工場構内への浸水、

物流機能の停止など、企業活動に大きな影響を与えたことは記憶に新しいところです。今後もま

だ台風シーズンは続きます。本稿を参考に、更なる風水災対策を推進されることをお勧めします。 

 

以 上 

 

執筆：インターリスク上海 陳 争強 

                                         鄭 雲龍  
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【資料：気象局からの警報について】 

 

＜警報の種類とランク区分＞ 

２００４年８月から施行された「突発気象災害予警信号発布試行辦法」に基づき、突発的な気

象による災害を防止・軽減するため、気象局からの警報標示を用いて警報が発令されます。気象

警報は、“台風”“大雨”“雷雨暴風”“高温”“濃霧”“大雪”など１１種類あります。また、災害

の危険度や緊急度は４段階に分けられており、危険度や緊急度の低いものから順に“青”“黄”

“オレンジ”“赤”で表示しています。 

台風警報 大雨警報 雷雨暴風警報 高温警報 濃霧警報 大雪警報 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

上海市の場合、上海気象局上海中心気象台からのラジオ・テレビ等の媒体を通じて１５分以内

に配信されるようになっており、テレビでは、これらマーキングを画面上に映し出すことにより、

多くの人がタイムリーに確認できるようになっています。 

 

＜各ランク区分の内容＞ 

● 台 風（含む熱帯低気圧） 

青 

 
２４時間以内に台風・熱帯低気圧の影響を受

ける可能性。 

平均風力６級以上、突風により一時的に７

級以上の予想。 
 
６～７級：約１１～１７ m/sec 

 
防風準備 

台風に関する最新の報道と防風通知に注意。 

扉、窓、仮構造物など、構造物を固定し、屋外物品を安全な場所に

移動。 

 

黄 

 
２４時間以内に台風・熱帯低気圧の影響を受

ける可能性。 

平均風力は８級以上、突風により一時的に

９級以上の予想。 
 
８～９級：約１８～２４ m/sec 

警戒体制 

幼稚園、保育園は休み。屋外での集団活動停止。 

扉と窓を閉め、危険地域住民と船舶の移動。高所・水上など屋外作

業停止。 

ネオン及び危険な屋外電源は OFF。 

オ

レ

ン

ジ 

 
１２時間以内に台風・熱帯低気圧の影響を

受ける可能性。 

平均風力は１０級以上、突風により一時的

に１１級以上の予想。 
 
１０～１１級：約２５～３２ m/ sec 

特別警戒体制 

中小学校休校。 屋外外出禁止。屋内大規模集会中止。 

緊急対応部門と緊急救助部門は災害状況を監視、対策を徹底。 

埠頭施設の管理を補強、船舶の座礁・衝突を防止。 

赤 

 
６時間以内に台風・熱帯低気圧の影響を受

ける可能性。 

平均風力は１２級以上の予想。 

 
１２級：約３３～３７ m/ sec 

特別警戒体制 

特定の業種を除き企業操業停止。 

できるだけ安全な場所に待機し、緊急対応部門と緊急救助部門は

適宜対策の実施を準備。 
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● 大 雨 

青 

 
１２時間の降雨量が５０mm以上に達する見

通し。 

 

 
屋外の物品を屋内収納、高潮対策。 

運転は、道路の水たまりと渋滞に注意、安全を確保。 

畑、貯水池等の排水系をチェックし排水の準備。 

黄 

 
６時間の降雨量が５０mm以上に達する見通

し、或いは 1 時間の降雨量が２０mm以上に

達する見通し。 

 
関連部門は地勢の低く浸水されやすい区域の排水、浸水防止対策

を実施。 

畑、貯水池等の状況をチェックし、浸水されやすい池の水位を下げ

る。 

オ

レ

ン

ジ 

 
３時間の降雨量は５０mm以上に達する見通

し、或いは 1 時間の降雨量が 

３０mm以上に達する見通し。 

屋外作業を一時停止。屋内または安全な場所に避難。 

緊急対応部門と緊急救助部門は災害状況を監視、地勢の低い場所

の屋外電源を切り対策を徹底。 

交通管理部門は水溜りのある地域の交通を把握し規制。 

危険地域の住民は安全な場所に移動 

赤 

 
３時間の降雨量は１００mm以上に達する見

通し、或いは 1 時間の降雨量が 

６０mm以上に達する見通し。 

安全な場所に留まり、屋外から即時安全な場所に避難。 

関連緊急対応部門と緊急救助部門は対策実施を準備。 

学校や会社にいる場合、関連部門は防護対策を実施。 
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